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はじめに

日本語のアクセントを比較対照的に考察しようとすると、まず英語の

ストレス、中国語のトーンが対象になり得る。音響学的には、基本周波

数変化という共通の手がかり以外は特徴的な振舞いをするこれら３種類

の言語プロソディであるが、共通点もある一方、相違点も多い。日本語

のリズムシステムが英語や中国語と体系的に区別され理解されるように

なると、なぜ日本語話者や中国語話者が英語を英語らしいリズムでしゃ

べることが困難であるのか、逆になぜ英語話者や中国語話者が日本語を

日本語らしいリズムでしゃべることが困難なのかが理解できるようにな

る。本小論では、言語のプロソディ特徴について、これら代表的な３言

語の単語レベルにおける過去の研究を概観してみたい。

１．単語レベルプロソディ特徴の音韻的記述

英語のストレスは伝統的に４種類あるいは５種類のレベルで表されて

きた。音声記号上の付属記号としては、普通、/ ´, ˆ , `, ˇ/で表記され、そ

れぞれ第１、２、３、４（ゼロ）ストレスを意味する（Bloomfield,

1933; Bloch & Trager, 1942; Trager & Smith, 1951; Hill, 1958; Kenyon,

1958; Kurath, 1964; Gleason, 1961; Chomsky & Halle, 1968）。
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一般の英語のネイティブスピーカーであっても、１つの単語の内部で

第１ストレスが１ヶ所あると聞き取れるだけで、第２以下のストレスレ

ベルの差については注意が払われないのが普通である（Jones, 1932;

Pike, 1945）。従って、Hattori（1955）が提唱したプロソディに関しての

音韻的記述である「アクセント核説（Kernel Theory）」は、英語のスト

レス記述にも応用できるということになる。この点について、服部は次

のように述べている：

“All languages（dialects） have “prosodome１）” and the function of

it is the same whether the language in question has pitch-accent

or stress-accent.” [p.269]

服部の理論は多言語に応用可能なもので、ピッチアクセントであれス

トレスアクセントであれ、音声学的特徴の変化に対応できるものと想定

している。従って、第１強勢が単語の第１音節に置かれるMOtherのよう

な単語や第２音節に置かれるbeFORE（ここでは便宜上、ストレスのあ

る音節を大文字で示した）のような単語という考え方をする代わりに、

プロソドームが第１音節または、第２音節に存在するという見方をする。

同様に、現代中国語である普通語（北京語音を標準音とし、北方語を基

礎方言とし、模範的な現代白話文の著作を文法規範としたもの）の軽声

を伴った２音節語 “MA-ma”（mother）, “DONG-xi”（thing）等では、

第1 音節にプロソドームが存在すると考えるのである。

２．言語によるプロソディの相対的重要度

広東語や現代普通語などのトーン（音調）言語と呼ばれる言語群では、

英語や日本語よりも言語的な機能をプロソディに大きく依存しているこ
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とは明らかである。他の言語では子音や母音のような音素が意味変化を

もたらすように、音調言語ではピッチの高・低や上昇・下降が直接その

言語の意味に変化を引き起こすような役目を負っているからである。一

方、例えば、英語においては、beforeが上昇調であろうが下降調であろ

うが、また、強勢が第一音節に置かれようと第２音節に置かれようと、

意味自体の変化を引き起こすことはない。実際、日常会話においては前

後の強弱リズムとの関係でストレスの位置がシフトすることはよく起こ

る現象である。無論、プロソディ特徴を変化させることによって話者の

感情、態度、文法的機能、言外の意味などには影響を及ぼすが、音声言

語コミュニケーションにおいてその最も中心部分であると考えられる

「意味」については明確に聞き手に理解されるのである。

ところが、例えば、現代普通語において/ma/は、高平坦調（第１声）

では、「媽」であり、上昇調（第２声）では「麻」であり、低下降調（第

３声）では「馬」であり、下降調（第４声）では、「罵」になる。従って、

中国語のような音調言語では、話者の感情、態度、文法的機能、言外の

意味などは、英語のような文全体に及ぶピッチの上昇・下降といったイ

ントネーションではく、違った特徴で表されるものと予想される。

さて、日本語は、音節（モーラ）上に高・低のピッチレベルの組み合

わせによって、単語、ひいては句や文のピッチ変化の形を全体的に構成

する言語である。このような言語においては、ピッチの高低差が重要で

あり、一部の同音異義語の意味に変化を与える役目を負っている。日本

語における同音異義語は、主に１・２モーラ語に最も多く見られるが、

３モーラ以上の語にはほとんど用いられていないのが現実である。

“...phonological contrasts on the basis of accent alone in words of

three or more moras２）length are either very rare or do not exist.

Although it is possible to find contrasts on the basis of accent
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alone between members of pairs of accent patterns, it is virtually

impossible to find such contrasts among all accent patterns for

words greater than or equal to three moras in length simultane-

ously.”（Weitzman, 1969）[p.42]

従って、意味理解に関わるレベルで言えば、日本語や英語がプロソデ

ィ特徴に依存する割合は、音調言語である中国語に比べて低いという仮

説を立てることができる。

３．ピッチアクセント、ストレスアクセント、トーン言語

言語学の分野ですでに一般的に用いられているピッチアクセント言語、

ストレスアクセント言語、トーン言語という呼び名は、言語学的な違い

による分類であって、アクセント、ストレス、トーンなどの音響学的パ

ラメターは主に基本周波数変化であると考えてよい。アクセント、スト

レス、トーンの言語学的な機能は、大きく次の二つに分かれる：

１）際立たせ機能

ストレスの位置に制約がない（自由な）英語のような言語の場合、多

音節語の一ヶ所だけを際立たせる（例えば、recordやimportなどの語の

ストレスの位置で動詞・名詞の区別をつけるような）機能がある。英語

のこのようにユニークな際立たせ機能はピッチアクセント言語や音調言

語には見られない。

２）境界区分機能

ストレスの位置に制約があるフランス語のような言語の場合、語の境

界がストレスの位置によって示される。このような言語では、どの音節
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に第１強勢が置かれるかという情報だけが重要であり、換言すれば、単

にストレスの有無だけが問題になる。従って、n音節の語には、n種類の

ストレスパターンしかないことになる（Fig.1）。

しかし、ピッチアクセント言語では、２つ以上のアクセント音節（高

モーラ）や２つ以上の無アクセント音節（低モーラ）の組み合わせが可

能になるため、全体的なアクセントパターンの種類はもっと複雑になっ

てくる。例えば、日本語の東京方言では、単語中ではピッチの降下が１

回、さらに第１音節と第2音節のピッチは必ず逆になるという２つの条件

が付くので、nモーラの語には、n＋１種類のアクセントパターンが可能

になる。一方、大阪方言では、低・高起式の両方が存在するために、nモ

ーラの語には2n－１（但し、nは３以上）のアクセントパターンが存在す

る。なお、大阪方言の１モーラ語は、まるで中国語の声調のように高レ

ベル（平坦）調、上昇、下降（さらに変調現象が起これば低レベル平坦

調）の音調曲線を描くこともある。２モーラ語では、第２モーラ中でピ

ッチ下降が生ずる特殊なアクセントパターンも存在する。

1950～60年代の著名な音声学者（Liberman 1960; Fry 1955, 1958）に

よれば、英語では、一般にストレスのある音節は高いピッチ、長い音節、

大きな強度、さらに母音弱化が起こらないという特徴が見られる。一方、
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ストレスのない音節は前述とはまったく逆の特徴が見られる。つまり、

英語ではストレスを受けた音節の音声学的パラメターである基本周波数

変化、継続時間、振幅、母音の質などすべてが相対的に大きく相乗的に

聴覚的卓立効果を生じさせるのである。

ところで、日本語においてその高低モーラの音響構成要素を比較する

と、英語のような音響パラメター全てに正の値を出すような相乗効果は

なく、基本周波数変化以外の音響パラメターであるモーラの継続時間、

振幅、母音の質は日本語の高低アクセントとはあまり相関関係がないよ

うに考えられている。もしこのような仮説が音響学的に実証されれば、

基本周波数変化という唯一の日・英共通音響パラメター以外は、日本語

の高低アクセントと英語の強弱ストレスは大きく異なるプロソディ特徴

を有することが予想できる（Takefuta& Schwartz, 1970; Hirose et al.,

1978）。具体的には、英語においては、強勢の置かれた音節はその他の弱

音節を支配する形態をとるために、音節の強弱の差を音響学的にも聴覚

的にも最大限出す必要がある。

２段階ピッチ理論の提唱者であるKindaichi（1966）は、この強弱スト

レスの関係を「従属関係」と呼び、日本語の単語中の高モーラは他のモ

ーラを基本周波以外のパラメターで「主従」という関係で支配しない形

で際立たせ効果を出すと述べている。従って、日本語の高低アクセント

の対立では、英語のように音響学的パラメターは必ずしも正反対にはな

らない。ここで重要なことは、日本語の高低モーラはそれぞれが独立し

ていて「対等関係」にあるということである。この日本語アクセントの

特徴についてHattori（1961）は、日本語においては、単語中のあるモー

ラの高ピッチが高振幅と重なると（または、低ピッチモーラが低振幅と重

なると）、そのモーラ自体がもつ「聞こえ度（聞こえやすさの度合い）」が

強く（または、弱く）なりすぎて、単語を構成するモーラ間の聴覚的バラ

ンスが崩れることになると主張している。さらに、日本語はこのような聴
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覚的アンバランスを生じさせないプロソディ特徴を有するために、高ピッ

チモーラの連続にはよく低い振幅を伴い、逆に低ピッチモーラには高振幅

が伴う傾向があると主張した。

服部のこのような観察や仮説は音響実験や客観的データに基づいたも

のではないが、Mitani & Sugito（1978）によると、日本語では、音節

（モーラ）継続時間はアクセントによって影響を受けないという報告がさ

れているし、強度については、振幅とアクセントの間に相関関係があま

り見られないという報告がある（Weitzman, 1969; Takefuta, 1978）。

従って、単語レベルにおける英語のストレスと日本語のアクセントの

システム上の最大の相違点は、英語では１つの卓立した音節は前後の卓

立していない音節に依存しているが、日本語では高低アクセントのモー

ラ間にはそのような依存関係はなく、それぞれが独立している点にある。

このようなプロソディ特徴の基本的相違点があるので、日本語では高・

高や低・低の連続モーラの組み合わせが可能である一方、英語では、

強・強や弱・弱の連続音節の組み合わせは原則として起こらない。この

点についてHyman（1978）は：

“...where we are dealing with relative pitch levels constituting two

tonemes, H and L, we define the H tone in part by the fact that in

another sequence an L tone could have occupied the H tone posi-

tion or slot, i.e. L-L. Since H and L can occupy the same slot, they

enter into a paradigm...On the other hand, the accented（stressed）

syllable cannot be defined primarily, if at all, in terms of a para-

digmatic opposition with a non-accented（non-stressed）syllable,

since the sequence unaccented-unaccented is normally not permit-

ted in such languages. Since almost all accent languages require

that there be at least one accent per accentual unit, the only way

日本語、英語、中国語における単語レベルプロソディ特徴の言語間比較研究概観

－253－



to define the accented syllable followed by unaccented syllable is

in terms of its opposition with the following unaccented syllable.

Thus, the accented syllable tends to enter into a syntagm with the

following unaccented syllable.” [pp. 2-3]（parentheses added by

the present author）.

４．単語・文プロソディについての先行研究

４.１.  中国語（広東語・現代普通語）の単語レベルプロソディ研究

中国語における声調についての科学的研究は早くも５世紀にその記述

が残っているが、伝統的には主観的ではあるが研究者の鋭い観察力に基

づき、単語の声調は上昇・下降・上昇下降調などからなる動的声調群

（ダイナミック・トーングループ）と高・中・低レベル調からなる静的声

調群（スタティック・トーングループ）に分けられた。沈約（Shenyue

441-513 A.D.）は、その著書「四声譜」の中で、初めて弁別的な四種類の

声調（平声・上声・去声・入声）を紹介した。平声は現代普通語では第

１声・第２声に相当し、上声は第３声に相当し、去声は第４声に相当す

る。ただし、入声だけは、高低による類別ではなく、韻尾に-p、-t、-kの

無声破裂子音を含む。現代普通語ではこのような入声韻尾は消滅したが、

広東語などの方言には現在でも残っている（Fig.２を参照）。沈約によれ

ば、動的声調はそのピッチ変化が激しいが、一方、静的声調は、そのピ

ッチ変化が小さく音韻学的にはほとんどレベル（平坦）調と考えられて

いる。四声のうち静的音調は平声のみで、他はすべて動的声調とみなさ

れるが、これらの呼び名は主観的観察に基づくものであって、音声学的

実験に基づく客観的なものではない。

これら４種類の基本声調は歴史的に変化を繰り返し、一時期には特に韻頭

にくる子音の種類によって倍の数に増加した。まず、有声・無声の区別が基
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本四声を清（無声）・濁（有声）に分け、次に、通（鼻音、側音、特定の有

声摩擦音）や阻（有声破裂音、有声摩擦音）によってさらに有声の上声およ

び有声の入声に細分化されていった。しかし、やがて後になってくると、特

に中国の北部や中部ではこのような厳しい声調の区別はなくなるような変化

が起こった。その結果、入声の消失など声調の縮小が起こり、現代の普通語

では４種類（平・上・去）の声調だけが残ったが、広東語では８種類（基本

４声調×有声・無声の区別）全ての声調が存続することになった。

Chao（1947）は、中国語における音調ピッチレンジを５段階（１低・

２半低・３中・４半高・５高）に分け、例えば、レベル２からレベル４

へ上昇する動的声調などはであれば、その動きを「24」と記述した。広

東語と現代普通語の声調の動きはFig.２のように図示される。このよう

に、Chaoは主観的ではあったが、鋭い聴覚的観察力によって中国語音調

ピッチレンジを５段階に分けたが、音符を利用して音調パターンを表し
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声調         平声               上声                去声                  入声 

清      濁     清          濁          清      濁       清            濁 

-V    +V     -V        +V        - V   + V     - V         + V
韻頭 

子音 

通      阻                     長   短    tong  zu

秋天   魚牛   短小  五鳥   抱段   送半  外路   七   百   逆月   奪白 

風高   平名   孔海  忍老   巨父   世笑  共大   徳   不   木日   食局 

例語 

１     ２           ３         ４      ５      ６    ７   ８     ９      ９ 

 

55   　21　  35　            24　   33　  22　  ５　 33  ２　    22

１      ２          ３                  ４             １２３４    ４     ２ 

広東語 

 

北京語 

55   　35   　214　          51

Fig.２ Relation of tones in Modern Cantonese and Putonghua to the four

tones in ancient Chinese（Xu, 1980） [pp. 115-118]



た研究者もいた（Fig.3）。

Chao（1947）やJones, et al（1912）は、韻尾が-p、-t、-kで終わる入声

はもともと55、33、22（Chaoの５段階調値方式による）の短縮版である

と考えたので、広東語方言における声調の種類の正確な数については現

在でも研究者間で一致を見ていないが、標準９声調システム（６長音＋

３短音）が最も伝統的で一般的な見解であるようである（Leung, 1936;

Huang,1938; Chao, 1947; Ch’iao, 1966; Kao 1971; Hashimoto, 1972;

Vance, 1977）。

広東語における音調の種類に関する正確な数についてのもう一つの問

題は、55と53の区別である。Chao（1947）やVance（1976）によると香

港方言では、55と53は異音調（allotone）として使われていると報告して

いる。一方、Huang（1965）、Kao（1971）、Hashimoto（1972）、Wang

（1972）, Huang & Kok（1973）は、トーンサンディ（変調）の結果53は

55に変化する声調であると主張した。

“Tone sandhi is the change in actual value of tones when syllables

are in juxtaposition. Every syllable retains practically the same
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（Akiyama & Moriya, 1976）



tone value whether it stands alone or is pronounced continuously

with another syllable. The only exception is high falling（53）

before another high falling or high level（55）. Instead of falling

during the first syllable, the pitch remains high throughout the

first syllable.” Huang（1965）[p. 11]

広東語におけるトーンサンディには次のような種類がある：

例） 1. sin-sang 53-53（先生）→ sin-sang 55-53

2. chan-chik 53-55（親戚）→ chan-chik 55-55

つまり、ある特定の音韻環境の下で53の音調変換が起こるということ

になる。トーンサンディを引き起こすその環境とは、高下降調（53）の

直後に高レベル調または高下降調が続くときであるので、このような場

合の広東語トーンサンディの音韻ルールは以下のように一般化できる。

53 → 55 / _____ 53, 55

北京語（普通語）では、「四声」、即ち、意味に変化を起こす声調は４

種類しかないことはほとんどの研究者の間で一致しているが、第３声

（低下降調）の表し方については議論の余地を残している。しかも、214

で表されるこの第３声は、後続する音韻環境で２種類のトーンサンディ

を引き起こす。

まず、第１番目のトーンサンディは、

1. 214 → 35 /_____214
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（第３声の直後に同じ第3 声が続けば、第2 声に変調する）

例） mei-jiu 214-214（美酒）→ mei-jiu 35-214

ni-hao 214-214（ 好）→ ni-hao 35-214

次に、第２番目のトーンサンディは、

2. 214→ 21 /_____ 214 以外の全ての声調

（第３声の直後に第３声以外の声調が続けば、低下降調に変調する）

例） bao-jian 214-51（保健）→ bao-jian 21-51

lao-shi 214-55（老師）→ lao-shi 21-55

厳密に言えば、北京語における第１番目のトーンサンディは、第２番

目のトーンサンディと区別されなければならない。前者は第３声がレキ

シカル（四声の内の１つ）な第２声に変化するが、後者は第３声がまっ

たく違った所謂「半３声」に変化するからである（Chao& Yang, 1962;

Wang, 1967; Cheng, 1968）。変調による35の音声学的な特徴など214の変

調が35を引き起こすことについて議論があったが、聴き取りテストの結

果によると、上昇調であるレキシカルな35と変調の結果起こった35は、

区別できないことが判明した（Shen,Chao and Peterson 1961, Wang &

Li 1967, Li & Thompson 1976）。

４.２.  中国語（広東語・現代普通語）の音響学的研究

音響学的および知覚的実験など科学的な中国語についての調査は、

1924年に始まった。Liuは、音声分析器（カイモグラフ等）を使用して初
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の中国語音調の分析を行った。Liu以降の研究者は、基本的にはLiuの実

験方法を踏襲し改善することにより、さらに正確な実態が見えるように

再現してきたと言える。同時に、音調に関する、主に基本周波数変化を

中心とする音声分析に加え、自然音声や人工音声を用いた知覚実験によ

る観察が続けられてきた結果、初期に行われた主観的観察結果を客観的

データで裏付けてきた（In Cantonese Hashimoto, 1972; Tse, 1973; Fok,

1974; Vance, 1976, 1977; Gandour, 1977, 1978, 1981, 1983; In Putonghua:

Liu, 1924; Shen et al, 1961; Brotzman, 1964; Kratochvil, 1966; Wang &

Li, 1967; Chuang et al, 1972; Wang, 1972; Chan, Chuang and Wang,

1975; Zue,1976; Gandour, 1983）。

上記の研究者の見解は、広東語や北京語の音調知覚は基本周波数変化

が主要因になっていることで一致している。しかし、音節の長さ（継続

時間）は現代普通語の声調の知覚には大きく貢献している旨の実験結果

も報告されている（Kratochvil, 1970; Howie, 1970）が、広東語では貢献

度は低いらしい（Fok, 1974; Vance, 1976, 1977; Gandour, 1978, 1981,

1983）。Fok（1974）は：

“A constant relationship always exists among the shape and range

of the six tones. Tone 1 starts usually at the top of the range and

falls to at least the level of Tone 6,（there is a counterpart of Tone

1 which starts high and stays level）. Tone 2 starts at the level of

Tone 6 and rises to the upper level of the range. Tone 3 cuts Tone

1 and Tone 2 roughly in the middle. Tone 4 either starts around

the level of Tone 6 and falls to the bottom of the range or starts at

the bottom of the range and stays level. Tone 5 starts at the level

of Tone 6 and rises to the level of Tone 3, and Tone 6 has a level

half way between Tone 3 and the bottom of the range.” [p. 88]
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従って、研究者が異なっても広東語の６声の区別は、５段階調値方式

に基づいて説明ができるという点では一致しているということがわかる。

Chaoの５段階調値方式に基づく主観的観察による広東語声調の記述は、

細部で若干の違いはあるものの大部分では音響学的分析の結果と一致し

ている。

４.３.  現代普通語軽声の研究

Lin & Yan（1980）は現代普通語の軽声（弱音節）の音響学的特徴を

音節継続時間、振幅、基本周波数変化、母音の質（弱化）の観点から調
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Fig. 4 Simplified Cantonese tones with equal duration 

according to Fok’s（1974） acoustic analysis

Tone Height Direction Impressionistic Phonetic Analysis
Traditional description Chao（1947） Hashimoto Fok Vance

Kao（1971） （1972） （1974） （1976）
1 High Falling 53/55 53/55 52/55 55
2 High Rising 35 35 35 35
3 Mid Level 33 44 3.5 3.5 33
4 Low Falling 21 21 21/11 11
5 Low Rising 23 24 23 13
6 Low Level 22 33 22 22

Table 1 A comparison of various researchers' representations of pitch

for the six Cantonese tones



査した。その結果、軽声の特徴は１）音節継続時間が強勢を受けた重音

よりも約50%短く、２）ピーク振幅値については統計的に有意差はなか

ったが、振幅包括線内の面積（振幅＋継続時間）の積分値が軽声・重音

の間で60％の差が見られた。基本周波数変化曲線については、本来の声

調を持たない母音が弱化された軽声の音節であるため、特に直前に来る

重声に影響を受ける。すなわち、第１声（55）の直後に来る軽声は、元

の声調がいかなるものであっても５段階調値方式では41で示される高下

降調になる。第２声（35）の直後に来る軽声は51 に、第４声（51）の直

後に来る軽声は21になることが報告されている。第３声（322、312）は、

直後に他の音節が来るので、トーンサンディNo.２が起こり、半３声（31）

に変化するため軽声は男性の場合、高レベル調の44に、女性の場合は中

レベル調の33になる。また、トーンサンディNo.１で、第３声が第２声に

変化した直後に軽声が続く場合、軽声は51のような急激なピッチ降下を

示さず、男性は42、女性は32になった（Table２）。

さらに、Lin & Yan（1980）は、母音の質という音響的特徴は現代普
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Words with neutral tone
Subjects Full tone Neutral tone

Tone 1 55 41
Tone 2 35 51
Tone 3 31 44
Tone 3 322 44
Tone 3 35 42

Male Tone 4 51 21
Tone 1 55 41
Tone 2 35 51
Tone 3 31 33
Tone 3 312 33
Tone 3 35 32

Female Tone 4 51 21

Table ２　The comparison of pitch values

between first and second full tones



通語の強勢システムと大きな相関関係を持つことも見出した。重音と軽

声の第１フォーマン（F1）と第２フォーマン（F2）の分布状況とを比較

すると、明らかに軽声のフォーマント分布の方が弱化（中立化）してい

ることがわかった。この弱化現象は他の音響パラメターを総合的にマイ

ナス方向への変化（音節継続時間の縮小、振幅包括線内の面積の縮小）

を引き起こさせるものであると考えられる。フォーマントの弱化は以下

の図表（F１を縦軸に、F２を横軸にプロットした）で見ることができる

（Fig.5）。

４.４.  日本語の単語レベルプロソディ研究

日本語の単語レベルプロソディの先行研究は、他の言語同様、初期の

時代には研究者の主観的観察結果に基づいていた（Neustupny, 1966;

Sugito, 1972; Doi, 1955; Kawakami, 1963; Weitzman, 1969）。従って、大

部分が音韻的アプローチによるアクセント研究で客観的な音響学的実験
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Fig. 5 The neutral tone’s centralization of vowel quality（The full and neu-

tral tones are denoted by（*） and（・）, respectively（Lin & Yan, 1980）



データはなかった。Neustupny（1966）は、日本語のアクセントについ

て次のように述べている：

The almost generally accepted theory of pitch-accent or high-low

accent of Japanese has never conclusively been proved acoustical-

ly in its history.” [p. 2]

ここでは、日本語で一般的に受け入れられているこれまでの主要な理

論の解説をすることにしたい。

４.４.１.  日本語：ピッチレベル理論

音韻理論が主流の時代、大正時代（1912-1925）に簡単な実験機器を利

用して日本語アクセントの実態を客観的に捉えようとした研究者もいた。

たとえば、Sakuma（1915）とJimbo（1916）は、東京方言を３段階

（高・中・低）ピッチレベルシステムで説明しようとした。Sakuma 等は、

音声実験の結果をもとに比較的単純な東京方言アクセントの形態論的特
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Fig. 6 F0 values of the vowel segments of “hotohoto”（an ear and a sail）

（Sakuma, 1929）[p. 362]



徴を表すために、３段階ピッチレベルの必要性を強調した。Sakumaは

「穂と帆と」などの語句の母音部分の基本周波数変化曲線を計測した。

Sakumaは、[ma-MA（+（MA）]型と[ma-MA（+ma）]型の１音節目

から２音節目にピッチが上昇する現象を識別するために３段階ピッチレ

ベルの妥当性を主張した。この際、[ma-MA（+ma）]型の方が[ma-MA

（+（MA）]型よりも上昇率が大きいことが音声実験で確かめられたと報

告したが、日本語ネイティブを対象としたテープスライシング技法によ

る聴き取り実験ではこの違いは認められなかった（Sugito, 1975）。その

理由としては、実験のテスト語句の発話の際の不自然さが指摘された。

３段階ピッチレベルに基づくと東京方言日本語の２モーラ、３モーラの

語アクセントの型はFig.7のようになる：

２段階ピッチレベルシステムは、Yamada（1892）によって、初めて

「日本大辞書」の中で提唱され、その理論を裏付けする客観的実験データ

には欠けていたが、その簡潔さと直感的な分かり易さと応用しやすさのた

めに、若干の改善を加えることによって、後の多くの日本人・外国人研究

者達にサポートされるようになった。事実、SakumaやJimbo達と同時期

に、ロシヤの言語学者Polivanov（1928）が日本を訪れ、東京・京都など

の日本各地の方言のアクセントシステムについて科学的実験研究を行い、
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Two-mora words Three-mora words

Fig. 7 The two-mora and three-mora morphological accent patterns

According to the three-level pitch theory



東京方言のアクセントを説明するのには２段階ピッチレベルが必要十分な

システムであると主張した。従って、Polivanovの理論は、今日の音韻理

論の主流である山田の主観的観察に基づく元祖２段階ピッチ理論を支持し

たことになる。このように、山田の「旧２段階ピッチ理論」をきっかけに、

多くの新しい多（２～４）段階ピッチ理論が提唱され始めた。

４.４.２.  アクセント・タキ理論

やがて、Kindaichi（1966）が「トニーム」と「タキ」という考え方を

提唱した。即ち、金田一の新２段階ピッチ理論では、高あるいは低で弁

別できるフォニーム（phoneme:音素）に代わるトニーム（toneme:音調

素）を各モーラに想定し、ピッチの顕著な降下を意味するタキ（滝）の

有無とその位置を弁別特徴として見出すことによって、東京・大阪方言

のアクセントシステムを効果的に説明できると主張した。これら２つの

弁別特徴を図示してみるとFig.８のようになる：
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Fig. 8 An illustration of the Tokyo dialect accent system



東京方言において上記の処理を施すには、前提として以下の２つのル

ールが条件付けられる。

１．単語の第１モーラと第２モーラのピッチレベルは必ず異なり、ピ

ッチの変化がある。

２．顕著なピッチ降下は語中に一ヶ所しか許されない。

しかし大阪方言の場合、さらに、第３番目のルールが追加されなけれ

ばならない。Hattori（1961）の低起式・高起式アクセントを大阪方言に

設定する代わりに、金田一は低起式アクセントグループは語の第１モー

ラの直前に「タキ」がもう１つ存在すると仮定した。従って、大阪方言

の場合は、低起式アクセント型を有する語群にはタキの存在が２つまで

許されることになる。このような考え方で、大阪方言語アクセントの弁

別特徴を図示してみるとFig.９のようになる：

従って、大阪方言単語アクセントシステムでは、次の2 つの制限を受

けることになる：

１．タキを２ヶ所持つ単語アクセント型では、後続の１つのモーラが

必ず「高」になる。

２．タキを全く持たないか、または１ヶ所しか持たない単語アクセン

ト型では、その単語内ではピッチ降下は必ず１回に限定される。
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Fig. 9 An illustration of the Osaka dialect accent system



４.４.３.  アクセントカーネル（核）理論

日本語アクセントシステムを概観するとき、多段階ピッチ説が主流の

時代は、音声学的な理解と音韻学的な理解の間に明確な切り分けがなか

った。Weitzman（1969）は、このようなピッチレベル説を批判して：

“The pitch level theory cannot be considered adequate as a phono-

logical description of Japanese accent, because it relies on the pho-

netic aspects of accent distinctions to describe the functional con-

trasts and actually defines its functional units in phonetic terms.”

[p. 152]

日本語アクセントのモーラ内で起こるさまざまな「トーン変化」現象

について説明しているKawakami（1957）もWeitzmanと同様の立場をと

っている：

“It is impossible to think that there is such a thing as the height

of a syllable. The important thing is to consider that there is only

the height of a certain point of a syllable.” [p. 337]

つまり、音韻学的な用語である高・中・低等は、決して音声学的な現

実に即さないということであり、言語の機能面を重視する音韻学では全

てが抽象化された記述にすぎないのである。

固定的な（静的な）位置的ピッチレベル分析に対して、Miyata（1927）

は、日本語のアクセント分析に関しては、単語のどこにピッチ変化（降

下）が起こるかということを見出すだけで必要十分であるという「新し

い説」を提唱した。この動的なアクセントシステムは、それ以前のさま

ざまなピッチレベル理論より抽象化されたものであった。宮田に続いて、
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Hattori（1961）が所謂、心理音響学的（psycho-acoustic）特徴（ピッチ、

強度、継続時間等）を考慮したアクセント説を打ち出した。この説も宮

田同様、ピッチレベルを重視するものではなく、アクセント核（accent

nucleus）即ち、ここでは、単語の最後の高モーラのことを指し、その直

後のモーラにかけて急激なピッチの降下があることを意味する。

服部のアクセント核説は、それまでのピッチレベル説の短所を次のよ

うな観点から克服できるとしている：

１．文イントネーションや強調（プロミネンス）によって単語が影響

を受け変化したピッチレベルの処理。

２．アクセント間で比較する場合、重複情報が多くなる点。

３．ピッチばかりに焦点が当たりすぎていて、偏りがある点。

しかし、上記３の立証については、服部自身何の物理的データを示し

たわけでもない。ピッチレベル説もアクセント核説も日本語アクセント

パターンを最も理想的な環境下で観察しているが（cf. Obata, 1928;

Yatabe, 1928; Sakuma, 1931; Doi, 1955; Kawakami, 1966）、単語を単独

に切り離して発話する形が音韻的に最も明確にアクセントの実態がつか

みやすいと考えられ、Kindaichi（1966）はこれを「水」に喩え、例えば

海の水を分析する前に、蒸留した純粋な水を分析するのが最も「水」と

いう特徴を見ることができるように、日本語アクセントの特徴を観察す

るためには、まず理想的な環境下で発せられた単語アクセントを理解し

なければならないと述べている。
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以上、日本語アクセントシステムの音韻的記述についての代表的な説

の比較がFig.10、およびFig.11 の図表でわかる：
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Fig. 10 Comparison of accent theories for one, two- and three-mora words in

the Tokyo dialect



４.５.  日本語：音響学的研究

日本語のアクセントが長い間音響学的に研究されてこなかった理由の

一つは、日本語の言語学・国語学の権威者たち（Sakuma, 1915; Jimbo,

1916; Polivanov, 1928; Pike, 1948-a; Hattori, 1961; Kindaichi, 1966）の

間で、日本語はピッチアクセント言語、英語はストレスアクセント言語

であるという固定的な考え方があったためであった。

しかし、過去20～30年の間に各種音声分析器、特に、パーソナル・コ

ンピュータによる分析ソフトの発達で、多くの実験的観察が行われてき

た。最近の日本語アクセントの研究によると、もっとも重要な音響的・

聴覚的パラメターは第１に基本周波数の変化、第２に振幅の値であるこ

とで見解が一致している。一方、英語のストレスの音響的要因として重

要な音節継続時間については、日本語アクセントとあまり大きな相関関
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Fig. 11 Comparison of accent theories for one, two and three mora words in

the Osaka dialect



係がないという報告がある（Weitzman, 1969; Takefuta & Schwarts,

1970; Homma, 1973, 1981; Beckman, 1982; Hoequist, 1983）。中でも、

Weitzmanは、日本語アクセントがモーラ継続時間に与える影響を無視で

きるほどの値であるとし、自己の音声実験分析に継続時間パラメターを、

最初から含めもしなかったぐらいである。同様に、TakefutaとSchwartz

（1970）が行った米語ストレス・日本語アクセントに関する音響パラメタ

ーの比較研究では：

“Intensity and fundamental frequency share the role of the pri-

mary acoustic cues for the stress signal of American-English,

duration being the secondary cue. However, fundamental frequen-

cy is the sole primary cue in Japanese accent, and intensity is sec-

ondary. Duration does not seem to play a significant role in the

formation of an accentual signal in Japanese.” [p. 201]

彼らが実験分析で用いた指数は次のようなものであった：

表Table３中の指数は、それぞれのパラメターの検知可能値３）を表して

いる。つまり、この指数は、ストレスやアクセントの音響パラメターと

しての有効性を表しているといえる。

しかし、日本語のアクセントがモーラ継続時間に影響を与えたとする
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Acoustic parameters f0 Peak Duration
Languages Amplitude

American-English stress 2.8 2.8 1.5
Japanese accent 3.2 1.9 0.3

Table 3 The indices of signal detectability of three acoustic parameters

for the detection of the stress signal of American-English

and the accentual signal of Japanese（Takefuta and Schwartz, 1970）



実験結果を報告した研究もある。Hiki, et al（1968）の観察によると、モ

ーラの母音部分が高モーラアクセントのために若干引き伸ばされた旨の

報告をしている。正確には、アクセントのあるモーラの母音部分はアク

セントのないものよりも平均で約10%長いとしている。

上記Fig.12のグラフから分かるように、発話スピードの速さに関係な

くアクセントのある母音は系統的にアクセントのないものよりも長かっ

たことが読み取れる。また、Mitsuya & Sugito（1978）は、日本語のア

クセントが継続時間に影響を及ぼすのは１モーラ語の母音部分だけでそ

の値は約6~10%のみである旨の報告をしている。従って、日本語の場合、

アクセントが母音部分の継続時間に影響を与えることは全くないとは言

えないが、その割合は英語のようなストレスリズム言語と比べるとはる

かに小さいようである。
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Fig. 12 Duration of /a/ in accentuated /na/ in connected speech

pronounced normally, slowly and fast（Hiki, et al 1968）[p. 11]



アクセントの母音の部分の影響以外の研究に、子音部分の研究では本

間（1981）が、日本語のアクセントとV.O.T.（Voice Onset Time：破裂

子音の直後に来る母音の声帯振動の開始と破裂の開放のタイミングの差

の値）が英語よりも相関関係が大きいことを報告している。

上記（Table 4）の実験結果から、音節（モーラ）継続時間については

英語のみがストレスと相関していて、日本語はV.O.T.のみがアクセント

と相関しているようである。英語のようなストレスリズム言語と日本語

のようなモーラリズム言語のリズムユニットの違いは、モーラ数の継続

時間にあるようである。英語では、１つのストレスユニットは多くの音

節を含むことができるが、１ユニット内の音素継続時間との関係は反比

例する傾向がある（Lehiste, 1970;Klatt, 1973; Homma, 1978）。逆に、日

本語では、モーラ数が同じ場合、単語の継続時間は比較的安定している

ので、無声破裂音のV.O.T.部分がアクセントの関係で増加すれば、主に

母音部分の継続時間を短く調節することによって単語全体の継続時間を

一定に保つ作用が働く。

このような単語継続時間の等時性を保つ補完作用は単に単独モーラ内

部で起こるのではなく（cf. Han, 1962）、日本語の基本リズム単位と考え

られる一定のモーラ数を有する単語ごとに起こるようである（Maeda,

1979; Homma, 1978, 1980; Port, 1976, Port, et al. 1979, 1980; Dalby &
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V.O.T. V.O.T. of /pV, tV, kV/ Vowel duration of /pV, tV, kV/
stressed : unstressed stressed : unstressed

Languages （accented : unaccented） （accented : unaccented）
English（ratio） 61ms : 55ms（1.1 : 1.0） 130ms : 70ms（1.9 : 1.0）

Lisker & Abramson（1967） Klatt（1976）
Japanese（ratio） 37ms : 16ms（2.3 : 1.0） 90ms : 95ms（0.9 : 1.0）

Homma（1981） Homma（1981）

Table 4 Average V.O.T. and vowel（V） duration under accented and unac-

cented syllables in English and Japanese（Homma, 1981）



Port, 1981）。Port（1980）の実験によると：

“The results demonstrate that segmental durations of Japanese

words are adjusted so as to yield word durations that are nearly

equal despite differences in the inherent durations of the vowels

and consonants that make up the words” [p. 150].

このように、日本語の各モーラはそれぞれ同じ長さを有するという

Pike（1948-b）やBlock（1950）の主張は、Han（1962）やPort（1980）

の実験結果で否定された。

４.６.  英語の単語レベルプロソディ研究

英語の多音節からなる単語では、１音節にだけ主なストレス（第１強

勢）が置かれることは、これまで広く理解されている。英語のスピーチ

や聴き取りにおいては、ストレスやイントネーションが補助的な役割を

持っているとされているが、Gimson（1975）の主張によれば：

“It is extremely important to give English words their correct

accentual pattern and characteristic rhythm if easy intelligibility

is to be achieved.” [p. 23]

世界にはストレスの位置が固定されている言語がある。例えば、フィ

ンランド語やハンガリー語のように第１音節に来る言語や、ポーランド

語のように最後から２番目の音節に来る言語や、フランス語やトルコ語

のように最後の音節に来る言語がある（Trubetzkoy, 1939; Halle &

Keyser, 1971; Hyman, 1975）。一方、英語のように、その第１ストレス

が語によって変化する言語もある。Jones（1956）は、この英語の特徴を
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少々極端であるが次のように述べている：

“Generally speaking, there are no rules determining which sylla-

ble or syllables of polysyllabic English words bear the stress.” 

[p. 248]

このストレスの恣意性については、後の多くの研究者が反論している。

即ち、英語の単語が一定の接尾辞（-oon、-ion、-ic、等）を有する場合、

その単語が未知の場合であっても英語ネイティブ話者は直感的に第１ス

トレスの位置を予想することができとする見解である（Jesperson, 1909;

Kingdon, 1958; Waldo, 1968, cited in Halle & Keyser, 1971）。

この英語ネイティブ話者の言語能力（linguistic competence）は、/

, /のような短母音はストレスの観点から、強（ストレスを受ける）・弱

（ストレスを受けない）両方の音節になりえるが、長母音は弱音節にはな

りえないというような知識の上に成り立っている。一般に、弱音節は強

音節に比べて音節（特に母音）の質が弱化する傾向があるということは

理解されていたが、後に、ChomskyとHalle（1968）が一定のルールを

順番に当てはめていくことによって、英語におけるストレスのシステム

を説明することに成功した。

“In the overwhelming majority of instances stress in contempo-

rary English is governed by reasonably simple general rules”

（Halle & Keyser, 1971） [preface XIII]. Therefore, for them, it is

possible to determine which syllable（s） of polysyllabic English

words bear the stress by applying a relatively simple set of cycli-

cally operating rules（where some syntactic information is

required） on the sequence of consonants and vowels which make
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up the words. Namely, the location of primary stress in a word is

closely correlated with the feature “tense-nontense” of vowels.

tense vowels [ （ ）, , （ ）, , , ] nontense vowels

[ , , , ].

（Halle & Keyser, 1971）[p.3]

「シラブル・ウェイト」という概念（軽い音節は短母音[V]から成り、

重い音節は長母音[V:]、２重母音[VV]、母音・子音[VC]、またはこれら

の組み合わせから成る）は、単語のストレスの位置を決定するのに重要

な役目を果たす音韻的要素であるとして広く研究が進められた

（Jakobson 1931 cited in Hyman, 1975; Newman 1972 ; Allen 1973）。

４.７.  英語の音響学的研究

英語では、長い間ストレスの主な聴覚的手がかりは「音の大きさ」ま

たは「プロミネンス（卓立）」であるとされてきた。この聴覚的刺激に対

する音響学的構成要素の正体を探るために、過去半世紀ほどの間、さま

ざまな科学的アプローチで究明されてきた（Fairbanks et al, 1950; Fry,

1955, 1958; van den Berg 1956; Bolinger, 1958; Lehiste & Peterson,

1959; Fant, 1960; Lane, et al. 1961, cited in Ladefoged, 1967）。

その結果、４つの音響的要素がもっともストレスと関係があることが

判明した。即ち、ストレスを受ける音節の１）基本周波数変化、２）継

続時間、３）振幅（ピークおよび包括線下のエリア）、４）母音の質であ

る。これらの関係については、すでに1 世紀以上も前に音声学者ヘンリ

ー・スイートによって指摘されている（Sweet, 1890, 1891）。

“There is a natural correlation between force, length and high-

pitch and conversely between weak-force, shortness and low-pitch.
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The connection between force and pitch is especially intimate.”

（Sweet, 1891）[p. 96]

スイートは、ストレスの聴覚的手がかりであるこれらの要素は、必ず

しもすべてプラスの方向で相関しているとは述べていないが、大きな誤

解はまず、高いトーンと強いストレスが転換可能な用語として受け止め

た点であった。

“It is, however, an entire mistake to suppose that these natural

tendencies represent necessities, and that high tone and strong

stress can be regarded convertible terms. Just as in the piano the

lowest note in the bass can be struck with the same force as the

highest one in the treble, so in language it often happens that

strong stress（intensity） is combined with low pitch and vice-

versa.”（Sweet, 1891） [p. 97]

従って、ストレス生成とその聴覚的手がかりについては、少なくとも

明確な１対１の関係が見出されないことが理解できる。研究者の中には、

聴き手はこのような複雑な聴覚的手がかり情報をできるだけ多く収集し、

自分の音声器官を使ってどのように発音するかという観点に照らし合わ

せる、所謂、「モーター理論」を提唱する者もいた（Liberman et al.

1963; Ladefoged, 1959, Ladefoged, et al. 1972; Ladefoged & Mckinney,

1963, Lehiste 1970）。

“...the notion of a ‘Motor Theory of Perception’ in which the per-

ceptual recognition routine involves the listener's knowledge of

the constraints imposed by the speech production apparatus. The
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motor theory of perception points to strong connections between

the acoustic and the articulatory aspects of speech, and the con-

cept of a phonologic feature indeed represents in a sense an opti-

mal coding of the articulatory and acoustic levels of description.

When we speak of the acoustic and articulatory correlates of a fea-

ture, we are implicitly hypothesizing that somewhere in the brain

both levels of description are coded in terms of a single mecha-

nism.”（Lieberman, et al.1963）[pp. 3-4]

ハスキンズ研究所（Haskins Laboratory）がこの理論を支持する次の

ような実験データを報告している：

“The distinctness of phonetic categories is often paralleled by dif-

ferences in articulation that are more distinct and invariant than

the differences in the acoustic signal. The relation between

phoneme and articulation is often more nearly one-to-one than is

the relation between phoneme and acoustic signal.”（Liberman et

al, 1963, 1966, cited in Liberman, 1967）[p. 162]

しかし、最近の音声分析・合成技術を利用することによって、ストレ

ス生成に関わる３種類の基本的音響特徴をその重要度に基づいて順位付

けする試みが行われてきた。基本周波数の変化パターンが英語のストレ

スと最も相関していると主張する研究者（Fry, 1958 ; Bolinger, 1958;

Lehiste & Peterson, 1959; Liberman,1960; Morton & Jassem, 1965;

Jassem, et al, 1968）もいれば、音節の継続時間の変化パターンが基本周

波数の変化や母音の質や振幅よりも英語のストレスと最も相関している

と主張する研究者（Fry, 1955; Nakatani & Aston, 1978; Isenberg &
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Gay, 1978; Smith, 1978）や、母音の質的変化（弱音節の母音部分の質的

弱化）もまたストレス位置決定のための強い聴覚的手がかりであると考

える研究者もいた（Stetson, 1951; Shearme & Holmes,1962; Lindblom,

1963）。

ピーク振幅はストレス生成・知覚の両方の実験観察の結果、ごくわず

かな相関関係しかないことが報告されている（Saran 1907, cited in

Lehiste, 1970; Mol & Uhlenbeck, 1956; Bolinger,1958; Lehiste &

Peterson, 1959; Jassem, 1959, cited in Lehiste, 1970; Nakatani & Aston,

1978）。

英語の単語のストレスと最も相関していると言われる基本周波数の変

化パターンでも、基本周波数変化を同様に使用する文イントネーション

の影響を受けると、知覚的手がかりとはなりにくく、そのような場合、

第２番目に効果的な手がかりである音節継続時間が基本周波数変化に取

って代わって第１番目の音響的手がかりとなる（Nakatani & Aston,

1978）。

注

１）服部（1961）によると、プロソドームは語の音声学的構成要素であり、ピッ

チ理論のアクセントパターンに似ている。服部は音響的データを提示しなかっ

たが、一連のモーラ上に被さるプロソドームという概念はピッチ以外の音声学

的特徴も含まれている。服部の考えでは、これらの音声学的特徴が１つのモー

ラから次のモーラにかけて著しく減少する場所を「アクセントの核」と呼び、

語アクセントを説明する際に欠かせない部分であるとしている。

２）「モーラ」という語を日本語音韻学に導入した服部によると、この音韻学的単

位は、音声学的単位の音節に相当する。しかし、モーラは主として時間的な単

位（テンポ）で日本語アクセント現象を解明するのに役立つ。Han（1962）は、

各モーラは一定のテンポで発話された場合、ほぼ同じ継続時間を有し、モーラ

の構成要素である子音や母音は、このモーラの一定性を保つためにお互いに補

償し合う。従って、同じモーラ数をもつ２つの単語は、その構成要素が異なっ
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ていたとしても同じようなモーラ継続時間を有することになる。しかし、Port

et al（1976）は、各種実験結果を分析した結果、モーラ間の等時性は見出せな

かったが、モーラ構成要素である母音・子音の時間的補償作用（Temporal

compensation）は明らかに起こっており、同じモーラ数の単語の継続時間の等

時性を保つような作用が起こっているとし、日本語では単語が最小時間的単位

であると主張した。

３）実際の数値は、ストレスを受ける音節（高アクセントモーラ）とストレスを

受けない音節（低アクセントモーラ）の中央値の差を変数（両者の分散の68%

の偏差値の半分）で割った結果で求められる。
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